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農政産業観光委員会会議録 

 

日時       平成２７年６月３０日（火）     開会時間 午後 １時０１分  
閉会時間 午後 ２時３８分  

 
場所       委員会室棟 第３委員会室 
 
委員出席者    委員長   桜本 広樹   

副委員長  佐藤 茂樹 

委 員   浅川 力三  河西 敏郎  白壁 賢一   皆川  巖 

渡辺 淳也   高木 晴雄  早川  浩   小越 智子 

 
委員欠席者 なし  
 
説明のため出席した者  
 

観光部長 茂手木 正人  観光部次長 樋川 昇  観光部次長 塚原 稔  
観光企画・ブランド推進課長 仲田 道弘  観光振興課長 奥秋 浩幸  
観光資源課長 志村 勇  国際交流課長 藤巻 美文  

 

 

議第（付託案件）  
   第６３号 平成二十七年度山梨県一般会計補正予算第一条第二項歳出中農政産業観光委

員会関係のもの、第二条繰越明許費中農政産業観光委員会関係のもの及び第

三条債務負担行為の補正中農政産業観光委員会関係のもの  
    
審査の結果   付託案件については、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

審査の概要   午後１時０１分から午後２時３８分まで観光部関係の審査を行った。 
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主な質疑等 観光部 

 

※第６３号 平成二十七年度山梨県一般会計補正予算第一条第二項歳出中農政産業観光委員 
会関係のもの、第二条繰越明許費中農政産業観光委員会関係のもの及び第三条  
債務負担行為の補正中農政産業観光委員会関係のもの 

 

質疑 

（国際観光トップセールス事業費について） 

白壁委員  観３ページ、今説明があったところで、国際観光トップセールス事業費の関

係で、シンガポール、インドネシアと、数年前からインドネシアの仕掛けをし

て、大分反響が高くなっているね。知事が行ったり、政務調査を活用しながら、

議員も向こうに行って交流をしてきて、その成果が大分出ていると思うが、今

現状どうなのか、ちょっとさわりだけ説明してくれるかな。 

 

藤巻国際交流課長 白壁委員の御質問にお答えいたします。インドネシアにつきましては、一

昨年の１０月に県議団の先生方に行っていただいたおかげで、ガルーダ・イン

ドネシア航空ほかインドネシアの政府関係者が、山梨県を非常に注目するよう

になってまいりました。今年の５月にはジャカルタで山梨ハッピークラブとい

う、山梨の日本酒とワインを愛好するグループが立ち上がりまして、大いに宣

伝ができたところであります。ちなみに、これは現地の不動産会社はじめ、酒

類の販売業者が連合した社主の方々のグループでありまして、本県からも酒造

組合のメンバーが５社ほど行きましたが、全てインドネシア側の費用負担によ

り実施されたものであります。以上です。 

 

白壁委員  中では、大学の連携の関係もあったり、調印式も立ち会ったり、ガルーダ・

インドネシア航空の副社長か誰かが一緒に行ってくれたね。それで、我々も、

関空便を今度は成田便、羽田便をやっていこうとか、ワインの売り込みなんか

をして、ビジネスクラスに置いてくださいとかいろいろ話して、今、多分その

辺も成功しているんじゃないかと思います。といってもまだまだ頂上は遠いの

かな。今回行く目的は特に何かあるのでしょうか。今までここまでやってきた

んだけど、もっと頂点の高いところを目指してさらに交流を深めたり、知日、

親日的な人たちをふやしてお客さんを呼ぼうとしているのか。 

 

藤巻国際交流課長 インドネシアにおきましては非常に打ち込みがうまくいっておりますので、

継続的にネットワークを広げ、またこれまではビジネスの方々を中心に打ち込

みを図ってまいりましたが、これからはインドネシアの地方公共団体とか、そ

れから、大学関係のトップの方々に一層山梨県を売り込んでいきたいと考えて

おります。 

 

白壁委員  ぜひよろしく頑張っていただきたいと思います。 

  ちょうどこの間の委員会で、農政部からこれから県産品などを売り出して、

モールをつくりながらやっていくという話がありました。その中でも僕は、観

光部でも観光商品も売りたいようだという話をしたんだけど、この辺の連携は

どのようになっているのか。 

 

藤巻国際交流課長 本年度初めに、５月でしたか、インドネシアにおいてイオングループがイ

ンドネシア初のモールをつくりましたが、その中に、ＨＩＳとＪＴＢが店舗を
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既に構えておりまして、訪日旅行、特に富士山観光とか八ヶ岳観光を内容とす

る旅行商品を売り始めております。それから、イオンも、現地のコンパス社と

いうところと連携してイオンコンパスという旅行会社をつくって、山梨の旅を

現地で売ろうと今、企画中でございます。以上です。 

 

白壁委員  ということは、向こうで農政部がモールをつくるといっているんだけど、そ

こに何か常設的なものを観光部で考えているんでしょうか。 

 

藤巻国際交流課長 モールにつきましては、農政部と産業労働部と観光部の３部で、今年度中

に検討するということで話し合いを進めております。ちなみに、インドネシア

におきましては、イオングループもありますし、先ほど申し上げましたスマレ

コングループというのが現地で非常に大きなモールを経営しております。そう

いうところにおける可能性を今後、トップセールスも含めてしっかり調査をし

て、来年度実現できるように頑張っていきたいと考えております。 

 

       （フィリピン・インバウンド観光推進事業費について） 

白壁委員  韓国に、今はやめられた武藤大使という人がいて、我々も政務調査費を使っ

て韓国大使館に行って、俗に言う営業的なことをいろいろやってきたんだけど、

そこで言われたのが、山梨県では部長は来るけど、知事はあんまり来ないとい

う話があって、ぜひ知事にも来てもらいたい。やっぱり知事が来ると違うと言

っておりました。だから、こういう事業は知事のトップセールスをぜひ続けて

いただきたい。もう１つは、やっぱり議会というのは、二元代表制の一翼を担

う議会、責任ある議会なので、皆さんが来ていただいたことはありがたいとも

言われました。だから、我々も議会として積極的に海外に出て、ＰＲしながら、

売り込みもしながら、海外の情報を得ながら、山梨県の観光発展のために一生

懸命努力したいと思う。 

  次にマル臨のフィリピン・インバウンド観光推進事業費ですが、聞きなれな

い国が出てきた。インドネシアも聞きなれなかったけれども、何とかインドネ

シアも成功しました。まだこれから成功かなというところで、何でフィリピン

にあえて行くのか。ほかの県ではあまりやっていないところを狙ってきたのか、

何であえてここに狙いを定めたかを最初にお聞きします。 

 

藤巻国際交流課長 フィリピンを選択した理由は幾つかございます。まず最大の理由は、本県

の訪日外国人観光客の多くが中華系、中国本土もしくは台湾、香港からおいで

いただいておりますが、中国のような柱をインドネシアでも１つ立てて、それ

から、さらにもう１つ送客の太い柱を立てたいということで、フィリピンを選

択いたしました。理由としては、フィリピンの人口と経済発展と旅行好き、そ

れから、日本が好きだという点でフィリピンを選択いたしました。以上です。 

 

白壁委員  フィリピンは親日的だよね。日本好きだというのがあると思う。ただ、イン

ドネシアは人口たしか２億４,０００万人、そして、ＧＤＰが今、何ドルぐら

い行っているのかな。ちょうど車を買うところから海外旅行に行くころ、一番

狙いどころだねということだと思うんだけど、フィリピンはインドネシアより

ＧＤＰって低いのではないか。ということは、これからの世界かな。その辺は

どのように捉えているか。 

 

藤巻国際交流課長 白壁委員御指摘のとおりでありますが、フィリピンのＧＤＰはインドネシ

アのまだ３分の１程度で、年間１万ドル行っているかどうかというところでご
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ざいますが、実は訪日旅行の人数は１０万人を超えておりまして、国において

も次にさらなる成長が見込める６市場ということで対象としております。 

 

白壁委員  そんなに来ているとは思わなかったね。課別説明書に、フィリピンからの誘

客促進を図るため、冬季の旅行商品の造成及び県、市町村、観光団体等による

訪問セールスを行うと書いてありますが、この冬季のというところかな。僕は

世界３８カ国回ったけれども、フィリピン行ったことないんですが、多分雪は

降らないところだもんね。フィリピンの人たちは、雪がないところから、日本

に来たときに、日本の四季の中でも冬のものを見ていただくということでしょ

うか。山梨県というのは、夏場はそこそこお客さん来ていただけるように最近

なってきたけれども、やはり冬は閑散としている。ということを考えていくと、

フィリピンっていいのかなと。ここに冬季と書いてあるからそれを指摘してい

るのですが、この辺はどのように捉えているんだろうか。 

 

藤巻国際交流課長 白壁委員御指摘のとおりで、冬が弱い山梨のてこ入れを図ろうと。せっか

くフィリピンをやりますので、フィリピン関係の旅行会社に、冬に山梨に来て

いただく旅行商品を１つつくってもらいたいと。それからもう１つは、フィリ

ピンにセールスコールに行って、フィリピンの旅行会社に山梨の観光の魅力を

打ち込んできたいと、この二本立てが５３０万円の中身でございます。 

 

白壁委員  観光を売るときには、一番重要なところが地元のランドオペレーターだよね。

この間も台湾へ政務調査で行ったときに、桃を売ったりいろいろしてきたんだ

けど、そのときに旅行会社の人たちと話をしたら、日本に行くと、トップシー

ズはホテルがありません、宿泊するところがありませんと言われました。何言

っているんだと、僕らのところはＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄまであって、ＣとかＤの

人たちというのは空いているんだよという話をしたけれども、いわゆる旅行会

社が空きがないと言っていると。僕が帰ってきてすぐ観光連盟にお願いして、

自前の空きのホテルを発信できるものをつくりましょうということで、今、ロ

イヤルさんのところで今一生懸命やってくれているから、わかっていると思う

んだけど、そんなことを始めているね。やっぱりランドオペレーターの力によ

っていろいろ違ってくると思うんだけど、何かそういうつながりとか、暗中模

索の中で今から行くのかな。これからやるのかな。いいところがあるのかな。 

 

藤巻国際交流課長 ランドオペレーターにつきましては、委員御指摘のとおり、非常に大事だ

と考えております。それで、フィリピンにつきましては、ビザが緩和されたと

はいえまだ許可制でありますし、日本旅行を取り扱える旅行会社がそんなにご

ざいません。具体的な名前を挙げていいのかどうかわかりませんけれども、４

社ほどおつき合いしているところがございます。そちらではランドもできる、

現地でも太いパイプを持っているというところで既に話を始めております。 

 

       （関東観光広域連携キャンペーン事業費について） 

浅川委員  ２ページに関東観光広域連携キャンペーン事業費がありますが、これについ

て説明をしてください。 

 

奥秋観光振興課長 関東観光広域連携キャンペーンでございますが、これにつきましては、東

京オリンピック・パラリンピックの開催に向けまして、全国的に東京を訪れる

観光客の方を東北地方とか中部地方とか各ブロックで誘客していこうという

動きがあるんですが、関東のブロックではまだブロック単位の活動をするとこ
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ろがなかったところに、関東運輸局の呼びかけによりまして、関東地域で連携

して外国人の誘客を図ろうということで今回のキャンペーンの事業費を計上

してあるところでございます。 

 

浅川委員  関東といってもかなりいろいろ地域があると思うんですけれども、どんな県

をこの中のメンバーにしていますか。 

 

奥秋観光振興課長 東京、神奈川、千葉、埼玉、群馬、茨城、栃木、山梨の８都県でございま

す。 

 

浅川委員  静岡は入ってないですか。 

 

奥秋観光振興課長 静岡県は入ってございません。 

 

浅川委員  今まで観光キャンペーンというのはいろいろな地域ではかなり行われてい

るんですが、こういった固まって東京オリンピック・パラリンピックに向けて

広域的に組んでやるというメリットというのはかなりあるんですか。 

 

奥秋観光振興課長 本県におきましても、１つの県でキャンペーン等を張りまして誘客を行っ

ているところですが、関東で一緒にやるということは、多様な魅力をそろえて

呼び込みができます。今回のツーリズムＥＸＰＯジャパンへの出展につきまし

ては、関東まとまって出展をして、そこでまずは皆さんに呼びかけます。その

中で山梨も一緒に宣伝活動をして、まずは東京、関東圏で呼び込んだ上で山梨

県に呼び込むという２段階をとっておりますが、その点でいいますと、観光分

野における国際競争力の中で戦うには、やはり一体となって取り組んだ上で山

梨県にも誘客するのも１つの手段ではないかと考えております。 

 

浅川委員  ということは、これはオリンピック・パラリンピックということで、外国に

向けてのキャンペーンなのか。それとも国内向けなのか、どちらですか。 

 

奥秋観光振興課長 基本的には、訪日の観光客の方々に向けての誘客活動でございます。ツー

リズムＥＸＰＯジャパンにつきましては、海外向けと国内向けの観光展が昨年

度から統合して生まれたものですので、両者に向けて観光宣伝をしていきたい

と考えておりますが、基本的には海外の観光客に向けてのキャンペーンでござ

います。 

 

浅川委員  いろいろな団体が組むようだけど、構成メンバーをちょっと教えてください。 

 

奥秋観光振興課長 構成団体につきましては、国や関東各都県のほかに、観光の関連団体、旅

行や鉄道の事業者、交通の事業者等も一緒に入って構成団体となっております。 

 

浅川委員  国ってどこですか。 

 

奥秋観光振興課長 関東運輸局になります。関東の各都県、その都県の中にあります観光の関

連団体、八王子支社になるかと思いますがＪＲ東日本、鉄道事業者等交通の事

業者の方々が構成団体として入ってございます。 

 

浅川委員  よくわからないんだけど、ビッグサイトみたいなところでまとまってみんな



平成２７年６月定例会農政産業観光委員会会議録 
 

- 6 - 

でアピールするということですか。 

 

奥秋観光振興課長 浅川委員おっしゃるとおりでございまして、このツーリズムＥＸＰＯジャ

パンにつきましては、東京のビッグサイトで本年は９月２４日から２７日まで

開催されますので、そこに出展をするということでございます。 

 

浅川委員  それまでには、例えばインドネシアから、ウルドゥー語か何かからはじまっ

て、世界各国から来る観光業者にＰＲするということですか。 

 

奥秋観光振興課長 浅川委員おっしゃるとおりでございます。あそこに見学に来ていただける

旅行業者の方たちにＰＲをするということでございます。 

 

浅川委員  それは外国ですね。それとも国内の業者ですか。 

 

桜本委員長  奥秋課長に申し上げます。わかりやすく丁寧に、細かく切らないで総体的に

説明してください。 

 

奥秋観光振興課長 失礼いたしました。先ほど申し上げましたとおり、国外・国内向けの観光

展でございますので、そこに来場する方は、国内の事業者、国外に向けての事

業者など、いろいろな方が来ますが、みんなでまとまってやるキャンペーンに

つきましては、訪日外国人の観光客の誘客に伴うものでございます。 

 

浅川委員  さっき白壁委員が少し話したかもしれませんが、インドネシアだとかフィリ

ピン、台湾の話もしましたが、そういったところを中心ということじゃなくて、

とにかく世界各国から来る人たちを中心にＰＲすると考えていいわけですか。 

 

奥秋観光振興課長 おっしゃるとおりでございます。 

 

浅川委員  観光というのは一過性のものでなくて、やっぱり積み重ねも十分あると思い

ます。さっきのインドネシアの話にちょっと入ってしまうけれども、インドネ

シアにおいても、知事のトップセールス、それから、当時インドネシアはたし

かコンビニのローソンがかなり先行してくれたりしていることがありますよ

ね。ということは、やたら窓口を今この山梨県の中で広げることがいいのか、

例えば早川委員がかなり提唱しているスポーツの部分で絞っていくのがいい

のか、そういう中では山梨県としてはどういうところを売ろうとしていくのか。 

 

奥秋観光振興課長 今回のキャンペーンは一緒に組みますが、その中でもやはりまず空港に訪

れる、東京に訪れる方を山梨に誘客するということになりますので、東京から

山梨にどう誘客を図っていくかということになりますと、まず富士山を中心に

誘客を促進するということが中心になってくると思います。 

 

浅川委員  インバウンドは山梨県が国内では宿泊についてはトップだと言われていま

すよね。そういう中で、受け入れ側にそれだけの部分があるのか。受け入れ態

勢の中に、インバウンド中心にして売り込むという部分の中では、並行して進

めていかなければいけないと思うけれども、私も観光業会を背負っているから、

インバウンドと言われても、なかなかどこでもインバウンドを受け入れられな

いのが現実あります。これからインバウンドを展開していく中で、例えば台湾

の富裕層を狙うとか、インドネシアも富裕層を狙うとか、貧富の差と言うのが
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いいのか、経済格差がかなり強いと思うけれど、その辺はどんなところを中心

に広域の中で山梨県を売り込もうとしているのか、考えがあったら教えてくだ

さい。 

 

奥秋観光振興課長 今回のキャンペーンにつきましては、オリンピック・パラリンピックの開

催に向けてキャンペーンを行うこととしております。その点からいうと、外国

の方の、海外旅行をされる方ということですから、富裕層ということになると

思いますが、そちらの方々に限定するわけではありませんが、対象としてはそ

のような方向けになっていくとは考えております。 

 

浅川委員  たまたま今朝の山日新聞に、エコパークの関係で、ユネスコの南アルプスの

関係、八ヶ岳の関係、秩父、多摩といった部分を踏まえた発信を林務でするわ

けでありますが、そういったことも踏まえる中で、観光部長としては、これか

らこのインバウンドの部分でどんなアピールをするのか、どんな心構えなのか

をちょっと述べてみてください。 

 

茂手木観光部長  今朝の山日新聞にエコパークで取り組んでいくというような記事が出てお

りましたけれども、山梨県は富士山をはじめとして非常に自然が豊富でござい

ますし、また、フルーツも大変おいしい。それから、温泉などの観光資源も豊

富にある。これは山梨の魅力というのが本当にいっぱいあるわけでございます。

これは他県に比べまして山梨の誇るべき点でございます。またこれは外国人の

ほうから見ましても非常に魅力的な資源であると思いますので、こういった山

梨の魅力を外国人観光客に対しまして広く働きかけて訴えかけていき、本県へ

大勢のインバウンド客が訪れていただけるように取り組んでまいりたいと考

えております。 

 

       （峡東地域ワインリゾート構想策定事業費について） 

浅川委員  峡東地域ワインリゾート構想策定事業費について観２ページの質問をさせ

ていただきます。まず、この事業の目的は何でしょうか。 

 

奥秋観光振興課長 本県を訪れる観光客の動向といたしましては、日帰りの観光が入込客に対

しまして全体の約７割、宿泊客の８割が１泊ということで、あとは、約半数が

富士東部地域にお客様が集中しているということでして、短期滞在で県内の周

遊があまり行われていない状況にあるということでございます。それを解消と

いいますか、富士北麓地域からの周遊を促して、宿泊日数、いわゆる滞在日数

の増加を図るために、今回峡東地域において観光資源を活用したワインリゾー

ト構想を策定するものでございます。 

 

浅川委員  私どもも４年ぐらい前かな、カリフォルニアのナパバレーのワイン地域も視

察してきたこともあります。あそこはワインのテースティング、食べ物、スパ、

温泉とがセットだったのですが、この部分で食が入っていないけれども、食も

入れたりしながら進めていくということですか。 

 

奥秋観光振興課長 峡東地域につきましては、ワインを中心に、フルーツとか、温泉とか、歴

史文化施設、当然そういったものを生かした観光地域づくりをしていくという

ことでございまして、食につきましてもあわせて観光資源として宣伝、ＰＲを

して誘客に努めたいと思っております。 
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浅川委員  しつこいようだけど、ワインだけじゃなくて、この地域はブドウも桃も果樹

王国であるし、石和温泉もあることだから、この辺もきっちり入れてもうちょ

っとつなげて、セットで捉えていくべきだと思います。 

  そこで、やっぱり私ども八ヶ岳のほうから見ているとうらやましい部分があ

るのですが、なぜ峡東地域かという部分で答えてください。 

 

奥秋観光振興課長 峡東地域につきましては、先ほども申し上げましたが、ワインやフルーツ、

温泉、歴史文化施設などの魅力豊かな地域資源を持っている地域でございます。

今回のリゾート構想につきましては、官民が協働して広域的な共通の資源を活

用した魅力ある、集客力のある観光地づくりを目指すものでありまして、峡東

地域につきましては、こういった観光資源の地域資源を活用して、近隣の自治

体と協働して地域の魅力アップを図っていこうという意識が非常に強いとこ

ろでもあります。そういったところでまず集客力のある観光地づくりができる

んではないかということと、あとは、峡東地域をより魅力ある観光地としてい

くことによって、富士北麓地域から周遊客の確保を行うということができると

考えまして、峡東地域にいたしたところでございます。 

 

浅川委員  今回この補正予算で、今後どのように進めていくのか、計画があれば教えて

いただきたい。 

 

奥秋観光振興課長 事業につきましては、今年度補正予算成立後、関係する自治体や団体によ

りまして、構想策定のための事務の実務者のレベルでの組織をつくりまして、

まず構想の骨格となる事業の素案の協議を行いまして、この秋までには素案や、

来年度以降の具体的な実施計画についての大枠を決定したいと考えておりま

す。その上で内容の肉づけを行いまして、年度内には関係自治体の長の方々で

組織する推進協議会をつくりまして、構想の立ち上げと計画、具体的な実施事

業についての決定を行うという予定にしております。 

 

浅川委員  では、協議会のメンバーを教えてください。 

 

奥秋観光振興課長 協議会のメンバーでございますが、現在のところ、山梨県、峡東の山梨市、

笛吹市、甲州市、やまなし観光推進機構、各市の観光協会、各地区のワイン団

体やＪＡ、二次交通事業者、バスやタクシーの事業団体、各種の旅館業組合、

ＪＲ、旅行会社、ワイン関連事業団体などを想定しているところでございます。 

 

浅川委員  平成２７年度の予算はそんなに大きい予算じゃないよね。結構持ち上げてい

るわりには４２０万円ですが、これでどのように事業を進めていくのか。 

 

奥秋観光振興課長 今年度につきましては、構想の策定と、来年度に向けての実施事業をどの

ようにしていくかということでございます。予算につきましては、構想の策定

費、あるいはこういったリゾート構想を生むに当たってのアドバイザーといい

ますか、お呼びした見識者の方、アドバイザーへの謝金、あるいは会議費等を

盛り込んでおりまして、先ほども申し上げました構想の策定をしていきたいと

考えております。 

 

浅川委員  峡東３市というのは山梨、笛吹、甲州ですか。この間半月ぐらい前に、世界

農業遺産を宣言した関係で、知事に要請したとマスコミで聞いているんですが、

この辺とのかかわりはどんなふうに動いているのか。 
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奥秋観光振興課長 農業遺産の登録につきましては、３市の共通の資源としてブドウ畑や桃源

郷の景観が捉えられておりまして、それを使った世界農業遺産の登録に向けて

活動するということと聞いております。今回のワイン構想につきましても、峡

東地域の３市が協働して、そこにある、ワインだけではなくて、農業の景観と

か農産物、あるいは温泉とか、ワイン関係の歴史の資料とかを総合的にそこに

加えて、地域内の周遊を促したりするような構想を立ててまいりますので、農

業遺産とも当然連携した取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

 

浅川委員  構想の期間はどのぐらいを予定しているか。 

 

奥秋観光振興課長 構想期間につきましては、東京オリンピック・パラリンピックが２０２０

年に行われますので、先ほど関東広域連携キャンペーンでも申し上げましたが、

競技が行われる首都圏と隣接する本県でございますので、こちらのほうに多く

の観光客が訪れるものと考えておりまして、オリンピック・パラリンピックの

開催前年であります２０１９年までの今年から数えまして５年間を構想の実

施期間と捉えております。 

 

浅川委員  今回のこの構想を策定するに当たり、さっきちょっとアメリカのナパバレー

の話もしたんですが、何か先進地的な学ぶべき地域がどこかあるのか。もし想

定しているものがあったら教えていただきたい。 

 

奥秋観光振興課長 参考にする先進地ということでございますが、今、御説明にもありました

とおり、私どもといたしましても、アメリカのカリフォルニア州のナパバレー

を想定しております。 

 

浅川委員  ワインツーリズムとワインリゾートはどこが違うのか。 

 

奥秋観光振興課長 ワインツーリズムにつきましては、ワイナリーを結ぶルートをバスとか徒

歩で御案内といいますか、歩いてワイナリーや飲食店を訪れていただくもので

す。その活動につきましては、年に１回とか２回といった、どちらかというと

着地型旅行の商品、イベントになります。ワインリゾート構想につきましては、

そういった地域資源を生かして、年間人が訪れてくれるような状態をつくるに

はどうしたらいいか、案内するボランティアやガイドをどのようにつくったら

いいのかを構想をまとめていくものですので、そこら辺が違うということにな

ります。 

 

浅川委員  最後に、これはいつもひっかかっていてよくわからないんだけど、ワインが

絡むと、商工労働があって、農政があって、観光がありますが、この辺の連携

とはこれからどう進めていくのか。部長の答弁を聞いて終わりにします。教え

てください。 

 

茂手木観光部長 このワインリゾート構想につきましては私どもの所管ではございますが、３

部で連携して進めるということにしております。まずワインを供給するに当た

っては、やっぱり醸造技術とか、その辺を向上させるとか、つまり、おいしい

ワインを提供するという意味ですね。そうなりますと、やはり産業労働部が関

係してございます。ワインを消費するためには、やはり醸造ブドウの量が確保

されなければならないというのがございますので、甲州種の栽培面積をふやし
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ていくと、この辺の政策は農政部が担っているところでございます。ワインの

質を高め、量を供給し、その先にワインリゾート構想があると理解していただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

 

       （外国語版「県のあらまし」作成費について） 

渡辺委員  観３ページ、マル臨、外国語版「県のあらまし」作成費についてお伺いいた

します。まずこの「県のあらまし」の内容は、どんな内容になっているんでし

ょうか。 

 

藤巻国際交流課長 「県のあらまし」はこれでございますけれども、具体的には知事政策局の

広聴広報課が作成しているものでございます。これにつきまして、ほぼ同じ内

容のものを英語と中国語で作成するものでございます。以上です。 

 

渡辺委員  英語と中国語で作成するとおっしゃられましたけれども、その目的と活用方

法についてお聞かせください。 

 

藤巻国際交流課長 本県に最近、非常に外国からお客様が多く見えられるようになりました。

特に今年は中国四川省との友好交流３０周年ということで、中国からたくさん

のお客様がお見えになります。それから、本日もお見えになっておりますけれ

ども、タイの知事や官僚の方々、加えて、インドネシア、その他イギリス、ア

メリカ等から多くのお客様がお見えになりますが、そういう方々に山梨県の説

明をするのに、日本語ではなかなか難しいものがございます。英語と中国語が

今年度は一番使われるであろうということで、英語と中国語版をつくることと

いたしました。 

 

渡辺委員  確かに英語と中国語、多数の観光客が訪れていらっしゃいますので、ぜひ進

めてもらいたいと思いますが、ほかの外国語については今後考えておられるん

ですか。 

 

藤巻国際交流課長 これまではいろいろな言葉でつくってまいりましたけれども、その都度必

要に応じてつくってまいりましたので、何年置きにこの言葉という計画は特別

ございません。今後も必要に応じてまた、例えばポルトガル語とかスペイン語

といったものも検討することはあろうかと思います。以上です。 

 

渡辺委員  ぜひ検討していっていただきたいと思います。 

  それでは、この予算の具体的な中身についてお答えください。 

 

藤巻国際交流課長 製本費と印刷費でございます。以上です。 

 

渡辺委員  ぜひ進めていただきたいと思います。最後の質問になるんですけれども、今

後の工程、いつごろ完成なのかについて最後にお伺いいたします。 

 

藤巻国際交流課長 まだ予算が成立しておりませんので、予算成立後にできるだけ早く取りか

かりまして、８月の初旬には完成をさせたいと考えております。よろしくお願

いいたします。 

 

       （峡東地域ワインリゾート構想策定事業費について） 

高木委員  観２ページですが、浅川委員が峡東地域におけるワインリゾートについて質
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問されました。浅川委員の話の中で私も理解したことがたくさんあるんですけ

れども、できるだけかぶらないように質問させていただきたいと思います。 

  まずこのワインリゾートで、そのＰＲです。山梨県はいろいろなことのＰＲ

が下手だ、あるいはＰＲの仕方に問題があるという話も聞くことが多いんです

が、このお金を使ってＰＲはどのように考えておられるのか。山梨県のさまざ

まな、峡東地域におけるさまざまな観光資源を生かしていくために、どのよう

な方法でＰＲするのかお尋ねします。 

 

奥秋観光振興課長 具体的なＰＲの仕方につきましては、構想の中で皆さんの共通認識を図り

ながら、御意見を聞きながら行いたいと考えていますが、今回ワインを中心と

するということで、海外にもブランドが形成しつつあることも踏まえて、山梨

県でワインリゾート構想を打ち出して、ワインを中心として、海外に向けても

しっかりとＰＲできるような形で考えております。 

 

高木委員  ＰＲをより効果的に行うためには、先ほども出ておりましたように部局を横

断してという話があります。３部局が横断して大勢の方の意見を聞くことで、

より精度の高い、効果的なものを生み出していく原動力になるかと思いますが、

３つの部局の連携をどのように図るのかお尋ねします。 

 

奥秋観光振興課長 ３つの部局につきましては、先ほどもございましたが、いわゆる観光で人

を呼び込んで、そこでワインを売って、そのワインを構成するブドウの品質向

上や増産を図るといったところで仕事としては非常に関連しております。観光

部でも、農政部あるいは産業労働部と意見交換をして、十分議論をして、どこ

がどういう形で関連しているか認識をしながら連携を図っていきたいと考え

ております。 

 

高木委員  最後になりますけれども、山梨県には、甲府市を中心に、全国ネットの組織

を持つ観光事業者の支店長方がたくさんいらっしゃいます。そういう人たちは、

早い人で１年、長い人だと二、三年くらい県内にいらっしゃるので、そういう

人たちが他の都道府県に行ったり、海外とも連携しており、いろいろ情報を発

信する役目を果たしてくれるんではないか、山梨県の観光大使の役割を果たし

てくれるんではないかと考えます。そういうところへの働きかけをしたらいか

がかなと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

奥秋観光振興課長 観光事業者さんにつきましては、今、高木委員おっしゃるとおり、いろい

ろな方面に活動の範囲を広げていくということも承知しております。今回につ

きましては、やまなし観光推進機構にも構成団体として入っていただいており

まして、しっかりと旅行業者の方にもＰＲをしていただくように依頼をしなが

ら、宣伝には努めていきたいと考えております。 

 

討論        なし 

 

採決        全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。 

 

 

※所管事項 
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質疑 

（高齢者の視点の観光振興について） 

白壁委員  何点かお願いしたいと思います。先ほど来、インバウンドの重要性、また県

の方向性、国の動向等で、インバウンドはこれから日本経済の支えにもなるし、

特に第３次産業の観光というのは重要で、多分今年は１,５００を超えて１,

７００万人とかいう数字に行くんじゃないかと思います。その中で、今度はい

わゆる中華系、先ほども話がありましたけれども、例えば中国、香港、台湾、

中国系、ここが１,０００万人になるだろうと言われています。僕はよく思う

のですが、中国という国はしたたかでありまして、今、アウトバウンドを多く

しながら、自分たちの国の力といいますか、日本に送り込んで、日本が活性化

してきたのは、中国のおかげだろうと。いつか必ず、中国からするとインバウ

ンドをふやせという方向に行くんじゃないかと考えているんです。いずれにし

ても日本のインバウンドは重要なところでありますから、これは間違いない。

そして、その来た人たちが、よく言うＣＳを徹底して、またリピートしていた

だくことも、当然のことだと思うんです。 

  ただ、そうすると、どこかの島の歌じゃありませんけれども、佐渡へ佐渡へ

と草木もなびくと。インバウンドの金科玉条のごとく、これしかないというん

だと、ほかの県と全く同じになる。僕は今よく言うんだけど、ここは１つ、イ

ンバウンドはインバウンドで力を入れることは間違いないけど、これから毎年

毎年１歳ずつ我々は年をとる。とったときには、現状でも、高齢者という定義

は幾つかのあらわし方があるけれども、例えば前期から以降ということは６５

歳以上は今、１,５００兆円の資産を持っていると。 

  こういうところの人たちの、おもしろいデータがあって、内閣府が出したシ

ニアの消費動向があります。これを見ると、まず第１にお金を持っている高齢

者は何をしたいかと書いてあると、健康維持や医療介護のための支出に使いた

いとあり、次に何と書いてあるかというと、旅行なんだ。ここを忘れてはだめ

だと思う。皆さん御存じのクラブツーリズムという会社は会員制で、今は一緒

になったんだけど、当時やっていたところで、そのときに５０代から６０代と

いうことがここに出ているんだけど、今、６５.６％が高齢者というデータが

出ています。高齢者というか、高年齢者という言い方のほうが正しいのかな。 

  ということは、こういう人たちがこれだけお金を持っていて、旅行をしたい

と言っているときに、どこもかしこも草木がなびいてインバウンドだよという

ときに、これから先の対策を練っておくべきじゃないかなと。論語に、君主は

器ならずという言葉がある。キというのは器という意味だ。器というのは、型

にはまったものじゃないんだよ、機械化されたものじゃないんだよ、もっと柔

軟に物を考えようやということなんだ。 

  １つのアイデアを出すときには、人に１回ぐらい笑われたものじゃなければ、

そういうアイデアは物にならないよというのもビル・ゲイツが言っているんだ。

みんな、多分笑っていると思うよ、何言っているんだって。でも、そのぐらい

の発想を持たなきゃだめだと思うんだけど、こういう捉え方というのはどうか。

インバウンドばかりじゃない、こういうものをふやしていこうなんていう考え

方はありませんか。 

 

仲田観光企画・ブランド推進課長 ただいまの高齢者の視点の観光振興という御意見でござい

ますが、私どもは年に１回、約３,０００人に対して観光のアンケート調査を

行っていまして、ここ１０年でやはり高齢者、６０歳以上のウエートが６％ほ

ど伸びております。２２％が２８％となっておりまして、こちらへの対応は非

常に重要だと考えております。そのため、高齢者のニーズを調査しておりまし
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て、やはり口コミでの情報伝達、あるいは観光バスでのお客様の来県が非常に

多くなっておりますので、それらへのアプローチを継続して実施しているとこ

ろでございます。 

 

白壁委員  その辺だよね。人と同じことやってもだめだし、よくそこ、スポーツツーリ

ズムってやるんだけど、僕はスポーツツーリズムって、これから子供が減って

いくのに、それも捨てがたいところだけど、一番ボリュームゾーンはどこなん

だと考えていくと、来年私も１歳年をとります。毎年毎年１歳ずつ年をとって

いって、そこに今３,０００万人の人たちがいます。２５.数％です。これが２

０５０年になったらどうなるんでしょうという逆算ですと、こうなるわけです。

そのときに、あのときやっておけばよかったじゃなくて、今はどこもかしこも

草木がなびいているときに、この辺で１つちょっと他県と違う取り組みを、フ

ィリピンもそうじゃないですか。ほかがやらないからやるんじゃないかな。先

手を打つという。他県もやっているかもしれない。決してスポーツツーリズム

をけなしたわけじゃない。いいんだけど、そういうところを今のうちに仕掛け

をつくっておくということも１つおもしろいんじゃないかなということなの

ですが、こういった考え方について、部長どうでしょうか。 

 

茂手木観光部長 ただいまの御質問でございますけれども、確かに高齢者はこれからどんどん

数がふえていきます。しかも健康ということが注目されていますので、健康な

高齢者がかなりふえていき、そこの旅行市場というのは非常に需要が高まると

認識をいたしております。したがいまして、ここへのアプローチというのは極

めて重要なことだと考えておりますので、これからどういうような展開がある

かよく検討してまいりたいと考えております。 

 

       （ペットツーリズムについて） 

白壁委員  私、前からペットツーリズムということを提唱してきたんですけれども、こ

れから高齢者がだんだんふえてくると、独り暮らしの方、もしくは世帯の方も

そうですけれども、世帯の方でもペットがいる方もおられるんですけれども、

だんだんペットの需要というのは高まってくる。今、観光部でもペットやって

もらっているじゃないですか。ホームページを三百数十万円かけてつくりまし

て、そんなホームページで何がペットツーリズムだと言ったけれども、「これ

がいいんです。これからこのホームページでお客さんが来る」ということを、

当時、言われたんですね。その後のペットツーリズムの状況はどうでしょうか。 

 

仲田観光企画・ブランド推進課長 平成２５年に委員御指摘のパンフレットとホームページを

作成してから、ペットツーリズムのＰＲに入ってまいりました。昨年は観光旅

行の大手の会社を呼びまして、ペットツーリズムの可能性について議論を重ね

まして、本年度は、６月に大手雑誌社１４万部発行のペットの雑誌への山梨県

の掲載を図ってきたところでございます。 

 

       （甲府城における観光振興について） 

白壁委員  つくって安心何とか計画と同じで、本に出せばそれでとか、ホームページに

載っていればそれでとか、人任せにしないで、やっぱり活動、行動しなければ

だめだと思うね。やっぱり言に訥（とつ）にして行に敏にならんことを欲す。

やっぱり行動に敏じゃなければだめだと。だから、どんどん活動していってほ

しいね。我々も今いろいろディスクドッグをやったり、ペットフードの関係を

やったり、こういう点を今、一生懸命つくっているから、そういうものをまと
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めていいものをぜひ頑張っていただきたい。これから絶対ペットツーリズムい

けるので。 

  前々から言われていた産業労働部の関係で、あんたたち頑張りなさいよ、も

う、観光ＧＤＰというか付加価値が大分追い上げてきているよという話をした

のね。今、観光というのは、山梨県の基幹産業と言われている機械電子産業を

しのぐとまで言いませんけれども、もう近くまで来ているんだね。総体的に今、

山梨県の全産業で２兆６,８００億円ぐらいのいわゆる付加価値を生んでいる。

俗に言うＧＤＰというやつ。そのうちの機械電子産業というのが１４.７％、

そして、観光はというと、１０.５％、２,８００億ぐらいの付加価値を生んで

いるんだね。 

  小越委員も、機械電子産業はいわゆる雇用を生みませんと言っていた中に、

観光が３番目ぐらいに入れてくれたかな。観光は本当は１番なんだ。観光は機

械で売れないんだもん。今度、ソフトバンクのロボットが売るかもしれないけ

れども、でも、観光というのは労働集約型の、間違いなく雇用を生む産業なん

だ。ぜひこの辺を頑張っていただきたい。やっとこういうデータが出てきたん

だよ。もうこれから観光部は、機械電子産業が山梨県の基幹産業だと言わせな

いようにしなければだめだ。この予算全部入れてたかだか１４億円ぐらいでし

ょう。これで４,５００から５,０００億円近いものを売り上げるというのはす

ばらしいことだと思うね。ぜひ頑張ってもらいたいと思います 

  最後に、甲府城のことをちょっと聞きたい。小越委員が史実にないものは私

は大反対ですとかと言われたけれども、甲府城というのは史実にないんでしょ

うか。どこか知っている人いますか。所管が違うから答えられませんか。でも、

観光部だって、観光の何かのために使っているんだよね。お客さんあそこに来

ているから売り込みもしていると思うんだけど、その辺の知識はあるのかな。 

 

奥秋観光振興課長 甲府城の存在を示す資料は今、未確認だと承知をしております。 

 

白壁委員  何か教育委員会で今年も調査するらしいね。過去には十七、八年当時から何

年かかけてやったようだけど、やっぱり史実にないようだね。何か１０万人ぐ

らい署名が集まったというんだけど、そういう話聞いたことありますか。それ

も所管が違うと言われると困りますか。 

  今の甲府城、これは年間どのぐらいの人たちがあそこに来ているのか。 

 

奥秋観光振興課長 観光の入れ込みの調査はやっておりませんのでそのような統計はないので

すが、甲府城の御案内仕隊の方が１年間で案内している数は把握しております。

それにつきましては、２６年度で１万３,９８７人を御案内したとお伺いして

おります。 

 

白壁委員  １万３,０００人って多いのかな、少ないのかなと考えると、我々のイベン

トは、１カ月もないぐらいで、二、三週間で大体３０万ぐらいのイベントを我々

の地域って打つんだね。ヴァンフォーレが年間３０万と言っている人がいたか

ら、大したことないなと自信持って言っていたけどね。でも、１万人って少な

いんだよね。もっと売り出さなければならないと思います。主体的には甲府市

がやっているのかな。県としてどういう協力をしているんだろうか。もしくは、

県としてそれを売り出すということはどんなことをしているんだろうか。 

 

奥秋観光振興課長 甲府城につきましては、ただいま申し上げましたとおり、甲府城の御案内

仕隊というボランティアガイドがおりまして、当然、稲荷やぐらや、鉄門とい
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ったハードにつきましては、こういった設備がありますということはＰＲをさ

せていただきますが、先ほど言いましたガイドにつきましても、人の魅力を踏

まえた上で甲府城御案内をしますといったことで、ガイド研修を行ったり、ガ

イドのネットワークをつくったりして、そこに誘客をするようには努力をして

いるところでございます。 

 

白壁委員  今、やぐらがあったりしているんだけど、いわゆる天守閣というやつがある

わね。甲府城というのは県の何かの指定になっているんでしたっけ。それも所

管が違うから答えないですか。知っている限りでいいけど。 

 

奥秋観光振興課長 県の指定の史跡になっているはずでございます。 

 

白壁委員  この間何か言われていたけれども、天守閣の話で、史実に基づかないものに

ついては補助が出ないとか何とか言っていたね。そうすると、史実に基づかな

いものについては、県の関係も外れるのかな。それも所管違うからわからない

ですか。いずれにしても、史実に基づいたものをぜひやってもらいたい。まが

いもののものというのはなかなか難しいのよ。例えば、「地元の特産品です。

我々のところで何とかという食品を開発します」といったものを売るものと、

「これは古くから歴史があります。これは地元の人たちが昔から食べています。

観光客の皆さん、おいしいから食べてください」といったときには、昔の経過

からずっと入ってくるから、皆さん、「いや、いいね」と食べてくれる。だけ

ど、「最近つくったものだけど、これは地域の名産です」というと、歴史がな

いんだよね。どこかでやる陸上養殖と同じかな。なかなか難しいんだよ、こう

いうのは。 

  キャビアはいいんだよ。あれは川でいいから。今年また調査をするようだけ

ど、史実に基づかないものをつくろうということは、これはだめなんだよね、

やっぱりね。そういうふうに捉えていかなければだめだと思う。だから、何回

も言うとおり、ここでつくったものを、さあ、いいものできたから買ってくれ

と言ってもなかなか買わないんだよ。 

  そう言いながらも、あそこには門があったり、やぐらがあったり、桜があっ

たり、今はあそこで武田信玄公祭りもするし、いろいろなものをするよね。甲

府のお祭りもするし。そういった面の活用をぜひ図っていっていただきたい。

そういうところで観光部はお願いしたい。私の持論は、やっぱり史実に基づい

たものじゃなければだめなんでしょうね、国からの補助も出なければ困るし、

一番困るのは、県の指定を外されるなんていったらもっと困るということです。

ぜひ甲府城の活性を図っていっていただきたいと思います。以上です。 

 

奥秋観光振興課長 甲府城の活性化が図れるよう努力したいと考えております。 

 

      （富士山を活用した観光振興について） 

早川委員  あしたから富士山が山開きということで、富士山について何点かお伺いした

いと思います。まず富士山を活用した観光振興なんですが、今、県で振興の観

点で、かつての富士講信者が通ったという巡礼路を活用して、指定された構成

資産を回るという、ＲＥＢＩＲＴＨ！ 富士講プロジェクトという事業が進ん

でいます。富士山から県内への周遊ということの中で、富士北麓だけじゃなく

て、県内全体に広めていくという意味で、以前本会議でもちょっと提案したん

ですが、構成資産というか、その中を御坂路とか中道往還ってありますよね。

それも含めて北麓から市川に行ったり、北麓から御坂に行ったりという、そう
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いうことを検討していったらどうでしょうか。また、知事がおっしゃっている

神社仏閣や何かも、富士山とか富士講との関係を絡めて、県内をお遍路さんの

イメージですか、そんなようなこともやってみたらどうかということも前にち

ょっと提案したこともあるんですけれども、その進行があったりとか、何かお

考えがあれば、まずお伺いします。 

 

奥秋観光振興課長 巡礼路を使った観光振興ということですが、先ほど委員おっしゃるとおり、

プロジェクトで、観光振興課もそこに加わりながら活動しております。今、御

坂路とか中道往還、そのほかの巡礼路につきましても、ただいま調査をしてい

るはずでございます。それにつきましては、プロジェクトではなくて、学術文

化財課等だったと思いますが、富士山の巡礼路の調査研究というところで調査

をしているところでございます。 

  神社仏閣等もそれとあわせて観光として活用していくといったことにつき

ましては、プロジェクトにつきましては、いろいろな富士山の世界遺産として

の保存ということの制約があるかとは思いますが、それとは別に、神社仏閣を

あわせて、歴史的なルートとかそういったものとして活用ができれば、誘客の

素材といたしまして活用して皆さんのほうにＰＲを図っていくことが可能で

あると考えますので、そういった利用をしていきたいと考えております。 

 

早川委員  保全状況報告書という観点だけじゃなくて、ぜひ観光振興という観点で進め

ていってほしいと思います。 

  もちろん全体的な県内の中で、現在、富士山周辺に外国人観光客が来ている

という中で、本会議でもいろいろ出ていたんですけれども、外国人観光客の受

け入れ態勢という１つの観点の中で、外国人が持っているスマホとかｉＰａｄ

の受け入れ環境の整備が必要だと思っています。そこで、まずは整備しやすい

のは、富士山の構成資産にもＷｉ－Ｆｉスポットは必要じゃないかと思うんで

すが、まず整備状況についてお伺いしたいんですが。 

 

奥秋観光振興課長 富士山の構成資産へのいわゆるＷｉ－Ｆｉのスポットということになろう

かと思います。現在のところ、設置してあるところが、いわゆる神社とかそう

いったところをまずお話をいたしますと、北口本宮冨士浅間神社、河口浅間神

社、冨士御室浅間神社、あと、施設があるところは、船津の胎内樹型につきま

してはその施設のところに設置しております。あと、富士五湖で申し上げます

と、河口湖、西湖、精進湖、山中湖、もう１つ、忍野八海につきましては、そ

の周辺の施設にＷｉ－Ｆｉスポットが設置されております。 

 

早川委員  設置状況わかったんですけれども、今聞いているところで、未設置の構成資

産についても私、やるべきだと思っていて、例えば外国人たちに信仰のイメー

ジを伝えるのには、例えば御師の家にやったり、また最近、ガイドの人とか山

小屋の人に聞くと、特に安全対策という意味とか観光振興両面から、５合目、

６合目、７合目、８合目、頂上にＷｉ－Ｆｉスポットは設置してほしいという

意見があって、私も同感だと思うんですが、その辺をぜひ設置していただきた

いと思うんですが、その点についていかがですか。 

 

奥秋観光振興課長 まず構成資産のうちに未設置のところへの設置ということでございますが、

御師の家とか、本栖湖の施設、周辺の施設ということになろうかと思いますが、

これにつきましては、周辺施設の観光情報の取得のためには、特に外国人の方

につきましては無料Ｗｉ－Ｆｉスポットの設置は非常に有用だと考えており
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ます。現在やまなしＦｒｅｅ Ｗｉ－Ｆｉプロジェクトでやっておりますのは、

そこに光ファイバーが設置してあるとか、その施設で設置の許可がないと設置

ができないものですから、そういったところの設置の可否を確かめた上、ある

いはそこを所有している方の設置の了承が得られれば、設置に向けて努力をし

たいと考えております。 

  あと、５合目、６合目、７合目、いわゆる富士山域の設置についてはどうか

ということですが、本年度、富士山頂につきましては、無料Ｗｉ－Ｆｉスポッ

トをＮＴＴドコモさん、静岡県さんと協力をして設置をする予定としておりま

す。また、５合目におきましても設置をしているところでございます。その中

間ということになりますと、またいわゆる回線を所有しているところで使用可

能かどうかということも調査をしなければいけないというところもありまし

て、設置する場所についても協議をしなければいけないということがございま

す。現在のところ、６合目以降山頂までのところについては設置をする予定に

はなっておりません。 

 

       （富士山保全協力金について） 

早川委員  頂上には設置するということで、もちろん静岡と両県にまたがることなので、

連携してやっていってほしいと思います。 

  次に、結構議論がある富士山の保全協力金、いわゆる入山料に関して、本会

議でも何度も出ているんですけれども、本来は入山料を条例化すべきとか、例

えば麓からとるべきとか、そういう議論はあります。まず短期的な課題として、

今年度徴収率を上げる方法として、県は、本会議の答弁を見ると、ＳＮＳとか、

入山料の使い道をＰＲするとか、徴収場所を変えるという対策を行っています

が、私は特に去年、徴収率が低かった外国人とか若者への対策が必要だと思っ

ています。 

  まず若者への対策なんですが、昨年、私も富士山に、現場に行って何度も感

じたところですけれども、割とお年寄りの人が、「協力金お願いします」とい

うか何か元気がないように感じたんですね。地元の大学生に聞いてみたところ、

ぜひ私たちもやってみたいということで、実際ボランティアで徴収するような

ことも考えていくべきだと思うんです。学生を募集して、さわやかに声をかけ

たりすれば違うんじゃないかなとも思うんですけれども、その点についていか

がですか。 

 

志村観光資源課長 ただいまの御質問でございますが、委員おっしゃるとおり、昨年度の１つ

の分析としまして、外国人の方、それから、若者の登山者の協力率が低かった

ということがございました。今年度につきまして、特に若者につきましては、

今年度４月に英和大学から申し入れがございまして、富士山の協力金について

学びたいということ、それから、その延長線上に、協力金の呼びかけを現地で

実際に体験させていただきたい、協力させていただきたいというお話がござい

まして、６月に当課の職員が出向きまして、大学で協力金の説明をさせていた

だきました。３０名ほどの学生が受講されまして、その方々の中から何人か、

実際に８月に５合目で協力金呼びかけのボランティアというか協力をしたい

という申し出がありまして、現在その取り組みを進めているところでございま

す。さらに、来年度に向けて、ほかの大学とも連携しながら、取り組みをさら

に広げていきたいと考えております。以上でございます。 

 

早川委員  ボランティアというのは１つの方策で、徴収人の経費削減にもつながると思

うので、進めていっていただきたいと思います。 
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  もう１つ、外国人対策ですけれども、報道によりますと、英語と中国語の書

いてあるジャンパーを着てアピールするということが書いてあるんですけれ

ども、私はもっと積極的に発信していかないといけないと思っています。具体

的に５合目のロータリーのところとか、払う気がなくて過ぎて行った６合目の

徴収場所で、あらゆるところで直接英語で呼びかけるとか、あとは、できるか

どうかわからないですけれども、ある程度節度を持ってですけれども、スピー

カーで常に協力金を促すとかそういうことを、使い道をちゃんと説明してやっ

ていけば、少しは変わるんじゃないかなと思います。その点いかがでしょうか。 

 

志村観光資源課長 御指摘のように、先ほども申し上げました外国人の方の協力が低かったと

いうことの１つには、受付場所がよくわからなかったとか、説明が足りないと

いうこともございましたので、今年度については、昨年度も行いましたけれど

も、受付場所に英語、中国語で看板を設置させていただいて、あとは、ＣＤで

プレーヤーを使って繰り返し英語、中国語で呼びかけも行っていきたいと思い

ます。また、今年度の新たな取り組みとしましては、外国人の案内人が５号目

にいます。また、富士山レンジャーも５合目に登りまして、受付をしなかった、

通らなかった外国の方には、個別に呼びかけて趣旨を丁寧に説明しながら協力

を呼びかけたいと考えております。以上でございます。 

 

早川委員  昨年８０％という目標の中で５５％と目標を大きく下回っていろいろな話

題が出ているので、シーズンの途中でもいろいろ改善をぜひしていっていただ

きたいと思います。 

  最後になりますが、先ほど最初に言った保全協力金の徴収率について、私は

なかなか一朝一夕には上がらないと思っているんです。それで、徴収の条例化

に対して、２年前の世界遺産協議会で、将来的には条例化に向け検討していく

という方針が出ていると思います。もちろん課題は多く、難しい点があると思

うんですけれども、最後に入山料を所管する観光部として、協力金に関してお

聞きして、以上で質問を終わります。 

 

志村観光資源課長 強制徴収への取り組みにつきましては、委員おっしゃるとおり、世界遺産

協議会において１つのまとめがございまして、将来的に検討していくというこ

とでございます。それを受けまして、静岡県、総務省とも協議をさせていただ

きました。 

  幾つか方法がある中で、まず法定外目的税の研究もさせていただきましたと

ころ、これは富士山につきましては、静岡県も含めて４つの登山道がある中で、

完全捕捉、全ての人から協力金を徴収するということが今の時点では非常に難

しいという結論が出ております。また、使用料という方法もありますが、これ

は富士山は行政財産ではございませんので、使用料をとるというのもこれもま

た困難であります。さらに、昨年、国で法律ができまして、入域料という考え

方が提示されたんですが、これもそれぞれの県で具体的には条例化をしなけれ

ばならないという中で、先ほどと同じように、完全捕捉ということとか、徴収

場所、徴収方法、こういったことについてはまた今後検討していかなければな

らないということでございますので、引き続き静岡県とも連携して国と協議、

研究をしてまいりたいと考えております。以上です。 

 

       （観光資源としての甲府城の活用について） 

浅川委員  先ほどうちの会派の白壁委員が甲府城のことについて質問しましたが、ちょ

っと私も思いがありますので、重複する部分がありますかもしれません。簡単
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に質問しますから、簡単に答えてください。 

  観光資源としての甲府城の活用については、どのように考えているのか。 

 

奥秋観光振興課長 甲府城につきましては、先ほども申し上げましたが、県で整備した鉄門や

稲荷やぐら門、あるいは甲府市で整備しました山手門や藤村記念館とあわせま

して、私どもも有力な観光資源と考えておりますので、積極的にＰＲをしまし

て、また、観光説明会、商談会等で旅行会社に働きかけまして、そちらで皆様

に旅行商品として造成をするよう依頼をしていきたいと考えております。 

 

浅川委員  甲府城を活用した誘客対策みたいな、呼び込みのＰＲはかなりしているか。 

 

奥秋観光振興課長 呼び込みのＰＲ、個別に甲府城に限ってということは特段しておりません

が、先ほども申し上げましたとおり、門とかというハードだけではなくて、人

の魅力もあわせて、ガイドの研修も踏まえた上で、魅力をもう少し膨らませて

いこうというところを努力いたしまして、皆様に周知、宣伝をしているところ

でございます。 

 

浅川委員  先ほど白壁委員が聞いた甲府城御案内仕隊の案内人数は、平成２６年度は１

万４,０００ぐらいという説明があったんだけど、国内における城郭というの、

お城の全体のトップ１０ぐらいを教えてください。大体でいいです。 

 

奥秋観光振興課長 ちょっと古く２００８年度のデータでございますが、そのときにつきまし

ては、１位が熊本城で約２３０万人、２位が沖縄の首里城で１９０万人、二条

城が１６０万で第３位、大阪城が約１３０万人で第４位、名古屋城が１２０万

で第５位となっております。この近辺ということになりますと、松本城が８０

万人を集客しておりまして第７位、小田原城が４０万人を集客しております。 

 

浅川委員  先ほど来白壁委員なり小越委員が言われている、史実に基づかないというふ

うに言われていますけれども、そんなお城はどことどこがあるんですか。私の

調べでは２つあるのかなと思っているんですが。 

 

奥秋観光振興課長 ２つというのは？ 

 

浅川委員  掛川城と勝山城ですが、どの程度人が集まっているか聞きたい。 

 

奥秋観光振興課長 掛川城につきましては年間１１万人、また、福井の勝山城につきましては

１年間で約１万２,０００人程度とこちらでは承知しています。 

 

浅川委員  これを最後にします。天守閣についてどんな展開をしていく予定か、観光の

観点から、部長に意見を聞いてこの部分は終わります。 

 

茂手木観光部長  甲府城の天守閣につきましては、本年度に史跡整備の根拠となる文献とか、

絵図面の調査が実施される予定と承知しておりますので、この調査結果の推移

を観光部としてはよく注視していきたいと考えております。 

 

       （おもてなしのやまなし観光推進振興条例について）    

浅川委員  多分４年ぐらい前か、観光部を中心に、おもてなし観光推進条例をつくりま

したよね。最近その言葉を全然聞かないんだけど、当時、私、ここの委員会に
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いて、当時の部長に、これは議会と一緒に上げようという説得をかなりしたけ

れども聞かなかったんだけど、今年度を含めてどんな展開をしていくのか、こ

れについて、部長答えてください。終わります。 

 

茂手木観光部長  おもてなしにつきましては、やはりこれは人の心に訴えかけるものでござい

ますので、なかなか一朝一夕にはいかないと考えておりますが、これは地道に

取り組みを続けていって、観光事業者はじめ県民の皆様に御理解をいただくと

ころまで一生懸命やっていこうと考えております。 

 

       （観光コースの作成等について） 

皆川委員  時間がないので、県の観光政策について１点だけお伺いします。前に私も提

言したことがあるんですけれども、県内に点在している観光拠点が幾つかあり

ます。それを結ぶ観光コースというのを、いわゆる個々の観光業者のいろいろ

パンフレットなどが出ていますけれども、そういうものに任せておくんじゃな

くて、ある意味では行政でそういうものに手を打って、コースを提案するとい

う試みもしたはずなんですけれども、今どうなっていますか。 

 

奥秋観光振興課長 各観光施設、拠点等をつくって、そこを結ぶルートということでございま

すが、山梨県内でどういうルートをめぐっていくかという点につきましては、

富士山を核とした、旅行業者さん向けの視察をやっていただきまして、そうい

ったルートをまずめぐっていただいて旅行商品にしていただくということは

しております。今年度、富士山から南アルプスエコパーク方面と、富士東部の

リニア見学センター等を回りまして、そういった周遊コースをつくることとし

ております。また、地域内の周遊ルートにつきましては、例えば甲府といたし

ますと、昨年でありますと、ＪＲと連携しまして、村岡花子さんゆかりの地を

めぐるツアーとかそういった旅行商品をＪＲに提供して、ＪＲで来た方がめぐ

っていただくような工夫もしております。今年度につきましては、神社仏閣の

パンフレットの中に、どういったルートを回ればよく神社仏閣等を見学できる

かといったルート等も提案をしていきたいと考えております。 

 

皆川委員  最近外国人観光客が来てくれて、よく宿泊してくれるんですけれども、山梨

県は典型的ないわゆる通過型観光県と言われていますよね。この通過型観光県

を何とか滞在型、宿泊型に切りかえていくという努力をしなければいけないと

思うんです。この場合にやっぱり必要なのは、各観光業者がそれぞれつくるよ

うなルートに任せるんじゃなくて、こういうコースを組めば宿泊型に持ってい

けると、時間稼ぎができて山梨へ泊まっていただけるというような、そんなコ

ースを示してやるべきじゃないかなと考えて前にも１度提案したんですけれ

ども、まだ具体的にそういうことは、パンフレットなり何なり出ているわけじ

ゃないんですか。 

 

奥秋観光振興課長 周遊型のパンフレットというのは、申しわけありませんが、実は作成して

おりません。ただ、その季節のパンフレット、いわゆるイベントのガイドブッ

クとかそういったパンフレットにつきましては、周遊型というか、１点目は甲

府駅から、次は昇仙峡に行ったりとか、そういったルートの提案は個別のパン

フレットではいたしております。 

 

皆川委員  今、河口湖とか富士山が世界遺産になってからあちらは本当に宿泊客が多く

て、泊まるところがないぐらい盛っていると聞きますが、こちらはそうでもな
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い。これはやっぱり向こうから引っ張ってきて、八ヶ岳とか清里とか昇仙峡と

かあるんだから、これを結ぶ滞在型の、あるいは宿泊型のコースをむしろつく

って、行政が積極的に指導して、それを示してくるのが必要じゃないかと思う

んですけれども、その辺どうですか。 

 

奥秋観光振興課長 ただいま御意見いただきましたように、そういったルートの作成につきま

しては、行政でもしっかりと提案して、業者にそういったルートを回っていた

だきながら、そこでしっかりとした商品づくり等もできるように、こちらのほ

うでしっかり御案内をして、旅行商品の造成に生かしていただきたいというよ

うな御案内をしていくつもりでございます。 

 

その他    ・本委員会が審査した事件に関する委員会報告書の作成及び委員長報告並びに

調査報告書の作成及び調査報告については委員長に委任された。 

       ・閉会中もなお継続して調査を要する事件については、配付資料のとおり決定

された。 

・閉会中に実施する県外調査の日時、場所等の決定は委員長に委任され、９月

１日～３日の間実施することし、場所等については後日通知することとした。 

 

以  上 

 

 

                       農政産業観光委員長 桜本 広樹 

 


